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第 10 回 日本安全運転医療学会学術集会のご案内

会長 吉野 修
富山県リハビリテーション病院・こども支援センター

１．はじめに

このたび，第10回日本安全運転医療学会学術集会

を富山県にて開催させていただくこととなりました．

第10回という節目の学術集会を富山の地で開催でき

ますことを，大変光栄に存じます．

本学会は，「運転と認知機能研究会（2008年発足）」

「障害者自動車運転研究会（2008年発足）」「自動車

運転再開とリハビリテーションに関する研究会（2013

年発足）」の3研究会を基盤として，2015年に合同し，

前身である「日本安全運転・医療研究会」として設立

されました．その後，2022年4月に学会化され，「日

本安全運転医療学会」として新たな歩みを開始してお

ります．安心・安全な交通社会の実現に向け，多職種

の専門家が英知を結集してきた歩みが，今回の第10

回という節目につながっています．

２．開催期日・会場・開催形式

2026年11月28日（土）に富山市のパレブラン高志

会館にて現地開催の予定です．

３．テーマ・内容

本学術集会のテーマは「モビリティの変革時代

に向けて」です．自動車技術の急速な進歩，運転

支援システムや自動運転技術の発展，さらには地

域交通の変化などにより，私たちを取り巻くモビ

リティ環境は，「100 年に一度」とも言われる大

きな転換期を迎えています．このような時代にお

いて，安全な運転を支える医学的評価，運転再開

支援，リハビリテーション，福祉機器の活用，さ

らには産業界や行政との連携の重要性は，これま

で以上に高まっています．本学術集会では，医療

関係者，自動車教習所関係者，教育・研究関係者，

行政関係者，企業関係者など，多様な分野の専門

家が一堂に会し，それぞれの知見と経験を共有し

ながら，これからのモビリティ社会における「安

全」と「移動の自由」をどのように支えていくの

かについて，活発な議論が交わされることを期待

しております．第 10 回という節目の大会が，本分

野のさらなる発展と新たな連携の契機となれば幸

いです．

４．予定

2026年4月より学術集会ホームページを公開し，7

月より演題募集，事前参加登録を開始する予定です．早

期参加登録により参加費の割引を実施いたしますので，

ぜひ演題応募および早期参加登録をご検討ください．

会員の皆様には，日頃の研究成果をご発表いただくと

ともに，講演やシンポジウムを通じて新たな知見を得

て，明日からの臨床にお役立ていただければ幸いです．

当院スタッフ一同，本学術集会を全力で盛り上げて

まいります．多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し

上げております．
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